
























Une Presse lithographique à étoile offerte par l’Atelier MMG






























































































































































































































































刷工房は、それまでのシャブロル街（18, rue de 
Chabrol 75010 Paris）から、1960年バロー街（43, 





































































































































































































































































































































































4  同上書 pp.9～10、p.19　とりわけ19項にはロベール・ランク
（Robert Ranc）の略歴が詳しく書かれている。

















































10  同上書 p．11
11 『La Mémoire Lithographique 200 ans d’images』（Jörge 







12 『La Mémoire Lithographique  200 ans d’images』（Jörge 








ある。同様にフェルナン・ムルロ著『GRAVÉS DANS MA 
MÉMOIRE』にも「rue Barrault... Quinze ans après, nous 
nous sommes installés rue de Montparnasse.」と書かれて
おり1960年の15年後、すなわち1975年となる。しかし、『La 




14  ラヴィについては、『ムルロ工房 リトグラフ展 －リトグラフ
50年の歩み－』（編集・発行　株式会社西武百貨店美術部、
1984年、p.21）より益田自身の用語解説を以下に引用する。
「ラヴィ（lavis）＝絵画上の用語としては、墨とかセピアの筆
触で陰影の調子を付けたデッサン、あるいは水彩を施した
デッサンのこと。リトグラフィでいう『ラヴィ』とは解き墨を
使って筆で描いた独特の調子をいうが、版材が石とジンクで
はラヴィの表われ方が違う。石版の場合は微妙な半調子やグ
ラデーション、あるいは細かい皺模様が出る。ジンク版の場
合は石版より調子が粗くなるが、所謂蝦蟇の肌（l’épiderme 
d’un crapaud）といわれる独特の表われ方をする。しかし、
いずれの場合にしても、湿度、温度、砂目の状態、解き墨の
濃度など様々な要因で表われ方がいろいろと変るので、リト
グラフィにおけるラヴィは製版と刷りの技術の見せどころとな
る。」
15 『リトグラフィ・オリジナル アーティストとアトリエMMGの夢
と革命　1974－2007』（編集・発行　宇都宮美術館、2009
年）p.14
16 『リトグラフィ・オリジナル アーティストとアトリエMMGの夢
と革命　1974－2007』（編集・発行　宇都宮美術館、2009
年）のなかの「リトグラフィの『生命』」（有木宏二）p.25
17 『猪熊弦一郎リトグラフィ集　惑星通信88』（1989年1月17
日発行、作者　猪熊弦一郎、制作　MMG、発行所　ギャラ
リーミキモト 株式会社エディション・ミツムラ）尚、猪熊弦一
郎の「新しい発見のある楽しい日 」々の全文は、以下のとお
り。「ひさびさでリトを作る機会をえたので、毎日のように朝
10時からMMG工房に通った。東京タワーの真下である。秋
晴の空の深い青と複雑に組みたてられた高 と々立つ鉄骨の
赤色との対比がまったく強烈で美しい日々であった。
 　　6時には帰るのであるが、こんなに毎日が楽しいものになる
とは思ってもいなかった。
 　　第一作は強く明るく単化したものを作ってみたいと思った。
ジンク版であったので、筆で描くより何かほかのもので強い
線が出るものはないかと考えた。いろいろとやってみるうち
に、朝、洗面所で使った歯ブラシにふと気がついた。アトリエ
で歯ブラシに、墨をつけて描いてみたが、自分の考えていた
ような強く真直で、あまり意味をもたない線が描けることがわ
かった。
 　 早速、歯ブラシを工房に持っていって、リトのインクをたっ
ぷりふくませ一気にジンク版の上に走らせた。ちょっと斜め
にブラシを曲げて引くと、鋭角なブラシがなんのよどみもなく
シャキッと版上に新鮮な黒線を残した。これはいけると思っ
た。腰のやわらかい筆と違って、素朴で強く、スピ ドーを感じ
るあざやかな線がジンク版の上にそのまま残った。一本引く
と、次 と々気持ちが高揚して走るように形が浮びあがった。
試刷りを何度も何度も重ねて、ひとつひとつの線の外皮の表
情が同じように仕上がるのを避けながら、ある所はジンクの
上に冷たく線をナイフで切り裂いていった。大きな修正はな
かったが、色面を制作する段階になって、赤の上に青を重ね
ると、アクリルとは全然違った結果になり、あわてて赤の面を
削りとり、青の面の端にところどころ赤いエッジを残した。黄
色の面と青面と赤面のカラーコンポジションである。単化す
ればする程、そのものは強くなるが、ややもすると味わいの薄
いものが出来上ってしまうということがある。これはいちばん
いやなことだった。
 　 第一作の『宇宙滑走路』はこんな調子で出来上った。二
作、三作は大変複雑な労作になった。しかし、この苦労はひ
とつひとつが楽しく、一作ごとに色 と々新しい発見を加えなが
ら、予定の五作を作り終えた。
 　 いま、出来上った作品を並べて、ひとつひとつを眺めながら
思ったのである。何でもかんでも次 と々仕事を続け、描きに描
かなければ、絶対に本筋には到達出来ないということがはっ
きりとわかった。」
写真データについて
（写真1） 2011年4月6日 筆者撮影
（写真2） 2011年3月2日 筆者撮影
（写真3） 同上
（写真4） 2011年3月5日 筆者撮影
（写真5） 同上
（写真6） 同上
（写真7） 同上
（写真8） 2007年4月17日 筆者撮影
（写真9） 2010年4月12日 筆者撮影
（写真10） 2008年3月15日 筆者撮影
（写真11） 2007年6月23日 筆者撮影
（写真12） 同上
（写真13） 同上
（写真14） 同上
（写真15） 同上
（写真16） 同上
（写真17） 同上
（写真18） 2008年5月31日 末松智撮影
（写真19） 2011年5月4日 末松智撮影
　　　　　　　（かみたに・よしお　版画／油画）
　　　　　　　　　　　（2011年10月31日　受理）
